
第１３回政策調整会議結果報告 

 

１ 日 時 平成 20 年 11 月 27 日（木）午前９時００分～午後０時００分 

 

２ 場 所 役場２階審議室 

 

３ 出席者 

《構成員》田浦副町長、服部総務課長、前田教育振興課長、北向建設水道課

長、岡崎保健福祉課長 

《説明員》町立病院 大場事務長（資料４７） 

吉岡子育て支援班主幹（資料４６） 

菊地教育振興班主幹 

藤田学校教育班主幹 

《庶 務》総務課企画財政班 石田主幹、新井主任 

 

４ 内 容 

１ 実施計画策定に伴う新規事業事前評価（再協議）について 

 １．町立病院 駐車場拡幅整備事業（資料４７） 

[担当から資料により説明] 

・町立病院の駐車場新設および町営バスを玄関前まで進入させるための、進入

通路確保等をＨ２１年度事業実施で要望する。 

[協議内容(全体)] 

・庭木と前庭の由来について確認し、適切な処置をとる必要がある。 

・既存の駐車場も含めた駐車場全体での、効率的な駐車スペースの確保につい

て検討が必要。 

・人や車の動線を考え、安全性、効率性が得られるように検討が必要。 

  [総 括] 

・会議の意見をふまえた検討が必要であるため、評価保留とし、再協議するこ

ととする。 

 

２．子どもセンター外構整備事業 

[担当から資料により説明] 

・車庫を元看護士宿舎側に７ｍ移動させることにより６台分の駐車スペースを

増やすことができる。これにより、２２台分の駐車スペースを確保できる。 

[協議内容(全体)] 

 ・庭木や庭石の移設にかかる事業費を抑える手法を検討する必要がある。 

 ・新たに舗装をする部分と既存の舗装部分とで、凍上等による劣化に大きな差



が生じないような検討が必要。 

 ・町立病院の駐車場拡幅と一体的に発注するなど、事業費縮小を検討する必要

がある。 

 [総 括] 

・会議の意見を検討し、３５０万円を事業費の上限目標とし、事業実施するこ

と。 

・２次評価→必要性Ｂ、緊急性→Ｂ、効率性→Ｂ、公平性→Ｂ、評価→Ｂ。 

 

３．図書館運営事業 

[担当から資料により説明] 

・本町図書館の蔵書として整備の遅れている、専門分野の図書を重点購入する。 

[協議内容(全体)] 

・学校図書を含めた町全体の蔵書実態を把握するために、データベース化が必

要であり、実態把握後に本町の図書館の目指すべき姿について協議する必要が

ある。 

   [総 括] 

・Ｈ２１年度は、データベース化のためにシステムを導入するが、初期投資額

については、精査が必要である。 

 

４．スキーリフト整備事業 

[担当から資料により説明] 

・資料２８から資料３０の要望事業については、実施しない。 

・Ｈ２１年度は、年間利用（チェア式）も考えたうえでの、整備、更新につい

ての検討期間とし、事業実施はＨ２２年度以降とする。 

 

５．運動公園広場多目的グラウンド整備事業 

[担当から資料により説明] 

・改修後の芝生グラウンド管理は、運動公園グラウンド、社教センターグラウ

ンドを半面ずつ利用するなどして、芝生の養生を行う。 

[協議内容(全体)] 

・芝生グラウンドを持つ他の自治体では、芝生グラウンドの使用は試合でのみ

等の使用制限をしている実態があり、本町もその検討が必要である。 

・少ない事業費の中で最低限の維持状況を保つ手法の検討が必要。 

  [総 括] 

・会議の意見をふまえた検討が必要であるため、評価保留とし、再協議するこ

ととする。 



 

６．小中学校耐震化事業 

[担当から資料により説明] 

[総 括] 

・早い時期に耐震調査を実施することで、公共施設の耐震化計画に繋げていく

必要がある。 

・全体の調査計画を早急に整理し、Ｈ２１年度から実施する。 

・２次評価→必要性Ａ、緊急性→Ａ、効率性→Ａ、公平性→Ａ、評価→Ａ。 

 

７．上富良野小学校体育館整備事業 

[担当から資料により説明] 

・Ｈ２１年度要望の屋根及び外壁改修については、Ｈ２１年度中に雨漏りの原

因を確認し、Ｈ２２年度に事業実施するように進める。 

 

＊協議予定であった「清富地区飲料水施設整備事業」、「日の出公園整備事業」

は、会議予定時間中に終了しなかったため後日、協議することとする。 

 


